








 

〔はじめに〕 

 坐位生活(車椅子生活)を主とする PMD 患者には、しばしば殿部における毛の

う炎及び毛のう角化症などで殿部痛を訴える事が多い。なかには殿部痛のため

車椅子生活が苦痛となり、ベッド上生活となる患者もいる。これらの患者は、

ベッド上の生活をする事により、行動範囲、行動時間が縮められ、又他の患者

との交流も少なくなりがちである。 


